
自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

ざ
っ
く
り
剥
い
て
果
汁
滴
る
伊
予
柑
頬
張
る  

　

   

茶
　屋
　木
山
　操
子

一
人
居
に
不
要
と
思
う
ワ
ク
チ
ン
三
回
終
え
る 

　

 

生
　山
　渡
邊
　圭
子

何
処
が
痛
い
の
と
尋
ね
合
っ
た
待
合
室

　
　
　
　

  

茶
　屋
　岸
本
　治
枝

希
望
の
春
が
不
安
に
包
ま
れ
て
や
っ
て
来
る

　
　 茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

去
年
と
同
じ
事
は
無
理
か
と
野
菜
苗
の
注
文
を
減
ら
す

　 茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

受
話
器
お
き
暫
く
ふ
る
里
の
余
韻
に
浸
る

　
　
　

 

茶
　屋
　小
林
　道
子

孫
娘
の
白
い
指
先
ネ
イ
ル
が
映
え
る

　
　
　
　
　

  
神
戸
上
　柴
田
　篤
子

美
し
い
月
布
団
の
中
ま
で
抱
い
た
月

　
　
　
　
　 茶
　屋
　木
山
　輝
子

友
と
の
旅
懐
か
し
く
ア
ル
バ
ム
め
く
る

　
　
　
　

  

宝
　谷
　長
尾
　智
惠

菜
の
花
を

　ふ
と
手
渡
さ
れ

　ゆ
が
く
宵

　
　
　

  

萩
　原
　岡
本
　健
三

針
供
養

　洋
裁
和
裁

　過
去
と
な
る

　
　
　
　
　

  

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

診
察
室

　手
作
り
雛
の

　ち
ん
ま
り
と

　
　
　
　

  

宮
　内
　田
邊
登
志
美

く
ぐ
り
戸
の

　庭
に
紅
か
ぐ

　春
告
草

　
　
　
　

  

宮
　内
　舩
越
　裕
子

掛
絵
雛

　女
の
ま
つ
り

　遠
き
日
の

　
　
　
　
　

  

矢
　戸
　和
田
　淑
子

娘
よ
り

　鈴
で
か
ざ
っ
た

　春
財
布

　
　
　
　
　

  

神
戸
上
　笹
間
　玲
子

谷
か
ら
も

　水
音
た
か
く

　春
を
呼
ぶ

　
　
　
　

  

萩
　原
　金
谷
　松
代

干
柿
の

　か
た
さ
お
ど
ろ
く

　入
歯
か
な

　
　
　

  

　霞
　
　渡
邊
　文
照

春
の
風

　寝
お
き
え
ん
ど
う

　竹
た
て
て

　
　
　

  

下
石
見
　矢
田
貝
　元

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

春
来
た
り
石
霞
の
峰
に
こ
ぶ
し
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　何
時
も
の
景
色
田
舎
の
風
情

新
品
の
カ
メ
ラ
片
手
に
散
策
す

　
　
　
　
　
　小
鳥
を
追
っ
て
森
林
へ
分
け
入
る

下
石
見
　浅
川
　三
郎

春
暖
に
心
浮
か
れ
て
一
杯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　今
宵
ま
だ
ま
だ
時
は
花
冷

藪
は
ら
に
ケ
キ
ョ
と
微
か
な
幼
鳥
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　姿
隠
し
て
初
音
や
聴
ゆ

上
石
見
　福
田
　輝
之

ご
先
祖
は
お
変
り
な
き
や
墓
掃
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　彼
岸
や
盆
の
足
の
速
さ
よ

湯
　河
　山
田
　司
郎

平
成
に
続
く
令
和
を
吾
が
郷
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　共
に
祈
る
や
世
界
平
和
を

美
し
き
星
の
き
ら
め
き
仰
ぎ
見
て

　
　
　
　
　
　吾
が
鳥
取
に
住
む
こ
と
誇
り
な
り

阿
毘
縁
　木
村
　民
子
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝

え
る
手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条

例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル

で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的

な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　15
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
研
修
室

【
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

５
月
の
日
程

「
５
月
」

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

細　田　　　子　　 90歳　　　 折　渡
岸　　　利　男　　 93歳　　　下阿毘縁
大　塚　千榮子　  100歳　　　下阿毘縁
岸　　　利　幸　　 64歳　　　下阿毘縁
長谷川　佐枝子　　 85歳　　　  福　塚
岸　　　満林子　　 71歳　　　 茶　屋

（令和４年３月16日～令和４年４月15日受付分）

令和４年３月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,925 （−  6）  ■人 口  4,212 （ − 10）
■    男 2,000 （− 10）  ■　  女  2,212 （ ±  0）

左手の親指を横に伸ばし
その下で右手の親指と人
指し指を付けて下げなが
ら離す。

右手と左手をあわせ右か
ら左へ３回ずらす。

両手を自分に向け胸の位
置で交互に上下させる。

も  

り

　氏　　名　　　　　届  出  人　　　      住　所 

中　村　一千映　   　陸　　　　神　福

宮　口　福　逞　   翔　平　　　　霞

大　森　麻　風　   幸　二　　　菅　沢

片　岡　朱　莉　   拓　人　　　下石見

ご誕生おめでとうございます

い ち は

ふく た

ま かぜ

あか り


